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11月３日(祝・木)大阪城公園太陽の広場にて、
環境局ごみ減量課主催の「ごみ減量フェスティバル
ガレージセール・イン・OSAKA TOWN」に、環境局
環境施策課も出展しました。

エコボランティアをつなぐ情報マガジン

11月号
2022.11.20

ステージ

『ECO縁日』無事終了しました！

マルシェエリアでは、夜中から仕込みをしても当日は「あっ」という間に売り切れてしまうほどの
人気店もあり、大盛況でした。

ステージエリアはマジックやダンス、弾き語りに昆虫講座と観客の拍手や笑顔あふれるステージが印象的でした。

花博記念ホールでは環境局企画課とコラボでのソフトバンクの出展や、各行政ブースの趣向を凝らした活動をアピール
していました。

11月12日(土)花博記念公園鶴見緑地内にて「ECO縁日」を開催しました。
天候にも恵まれ、強い日差しのなか大阪市エコボランティアや官民を含めた
各団体のワークショップでは、小さなお子様から大人まで環境保全について
楽しく学べるブースが目白押しで参加者を楽しませていました。

－ 大阪市環境局からのおしらせ －

環境局環境施策課は本部にて環境問題クイズを行い、参加者にはプラごみ削減
を目的としたBRITA社製ブリタボトル型浄水器アクティブを進呈しました。

今後もSDGs達成に向け、市民の皆さまやボランティア団体等と連携し、環境保全
活動の各種取組みを進めていきます。

こちらでも環境保全を目的としたクイズを行い、
ブリタボトル型浄水器アクティブを進呈しました。

多くの方にご参加いただき、大盛況に
終えるがことできました。
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【ガイドの日】10月22日(土)草木の日【ガイドの日】10月15日(土)虫の日

【出前講座】10月14日(金) 味原小学校へ
『伝統野菜講座』にいってきました。

伝統野菜講座としては、初めての
出前講座でした。対象者は伝統野
菜のことを授業で少し習っている
４年生のみなさんです。

エコボラさんのペープサートを使って
の説明で、みなさん興味を
持ってお話を聞いてく
れました。

今回は、秋の草花と木の実の観察です。

草花は、ｾｲﾀｶｱﾜﾀﾞﾁｿｳ・ｸﾜｸｻ・ｽｽｷ…等。
木の実は、ｻﾝｼｭﾕ・ｱｷﾆﾚ・ﾊﾝﾉｷ・ｺﾅﾗ…等。

どんぐりは検索表を配布し、参加者自身で
調べてもらいました。見方が分かると名前
にたどりつけみなさん喜ばれていました。

後半は、自然体験
観察園で集めた
ドングリや枝などを
使ってウｪルカム
ボードを作りました。

今回のテーマは「バッタと遊ぼう」
です。

■ﾊﾞｯﾀの種類■ｵﾝﾌﾞﾊﾞｯﾀとｼｮｳﾘｮｳ
ﾊﾞｯﾀの見分け方■ﾊﾞｯﾀとｺｵﾛｷﾞの耳
はどこにあるのか■鳴くﾊﾞｯﾀ鳴か
ないﾊﾞｯﾀ などのお話をｽﾗｲﾄﾞを
見ながら聞きました。

コオロギの種類や鳴き声、飼育方法
も説明し、実際に鳴き声も聞いても
らいました。

虫探しに外に出ましたが、寒くなった
ためかバッタ類は予想外に少なく…。
しかし！虫好きな子ども達は見つけて
喜んでいました。

鳥の観察を通して、都会の生き物の
生態を知ってもらおうという目的で、
花博記念公園鶴見緑地にてバード
ウォッチングをしました。

4つの班に分かれ、それぞれに
ガイドさんが付いて双眼鏡の
使い方や園内の野鳥の説明を
しました。
飛んでいってしまった鳥は
写真を見せながら案内を
しました。

【出前講座】10月25日(火) 
大阪区民カレッジ城東校：バードウォッチング

【出前講座】11月6日(金) 西淀川図書館へ
『エコブローチ講座』にいってきました。

エコブローチの材料として、カボチャ
や柿、綿、ほおずき等、30～40種類
の種や実を持っていきました。

普段何気なく捨ててしまう種などは、
捨てずにきれいに洗って乾かせば素敵
なブローチに変身します１

これは「ごみの減量」や「食品ロス」にもなり、
SDGｓにもつながると参加者へお話されました。

参加者の皆さん、牛乳パックと端切れ布で作った台
紙に思い思いの種や実を使って、オリジナルブロー
チを楽しく学びながら作成されました。

出展しました！
大阪市エコボランティアのブースで
は、自然体験観察園ガイドツアーを
実施しました。

講師3名と共に、湿地→田んぼ→ｺｳﾎﾈ池
→蓮田→畑→野草広場の順で周り、
生き物や植物、古代米などの説明をし、
観察をしながら約50分間かけてゆっく
り一周しました。

ブース内では、伝統野菜の展示と説明もし
ました。興味を持ってブースへ立ち寄って
くださる方が多かったです。

野草広場では、選択的草刈りを実施してい
ることや、それを毎月大阪市エコボラン
ティアが行っていることを伝えました。

種まきは試行錯誤しなが
らも、全員しっかり蒔くこと
ができて良かったです。
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10月16日(日)藍講座【3回目】乾燥葉で藍染め(建て染め)をしました。

10月22日(土)綿講座【2回目】糸つむぎ・布づくりをしました。

10月16日(日)米講座【5回目】稲刈り・はざ掛けをし
ました。

11月6日(日)米講座【6回目】脱穀・籾摺り・菰編み・
精米をしました。

糸つむぎ

布づくり

エコボラさんも講座が始まる前に先生
からしっかりと編み方を教わり、講座で
は班に分かれてそれぞれ参加者へ教えて
いました！

参加者の声

■綿を育てて、お花を見ることができました。

■今回の体験はとても貴重で、充実した内容
でした。中級・上級クラスがあれば嬉しい
と思いました。

■ 綿を見に行って、実際に採ってみたかった
です。

■ 綿を愛でる。

今回の第3回目は、朝から夕方まで終日にかけて藍染めを実施
しました。

作業工程を聞き、いよいよ作業開始です。

【藍の葉のあく抜き中】
【藍の液抽出中】 【布を10分程浸し絞る】 【乾かし中】

全員で藍が染まる仕組みのお話を聞き、なぜ布を洗っても色が
落ちなくなるのか建て染めの染色の化学についてしっかり学び
ました。

11/20(日)の4回目で、
「作品発表会」をします！

どんな作品が見れるのか
とても楽しみです☆

今回は、いよいよ皆さんが待ちに待った稲刈りです。
大人も子どもも、全員が必死に稲を刈りました。鎌の使い方も
慣れてくるとどんどん上手に使いこなしていました。
まだ鎌を使えない幼児は、麻ひもをみんなに配る役目を頑張って
くれました！

今回は、前回はざ掛けをした稲を精米までしていきます。
作業内容が盛りだくさんでした。

【脱穀】

【菰編み】 【菰巻き】

【精米】【籾摺り】

【お土産の赤米】



１．議 題
①ECO縁日：11月12日（土）
・（エコボラ）ブース内レイアウト図により展示物の配置確認をしました。
湿地化関係パネルA１横2枚、外来種関係パネルA1横1枚、伝統野菜関係
パネルA１縦1枚、配架物として、大阪府「なにわの伝統野菜」リーフレ
ット・エコボラ募集チラシ・なにわＥＣＯスクエアパンフ・大阪市生物
多様性戦略パンフ・各種講座の募集チラシ（実施済分含む）、ガイドツ
アー募集チラシ。

②自然史フェスティバル：11月19日（土）～20日（日）
・（エコボラ）紙ベースのチラシに加え、ＱＲコードのみを記載したものを掲示します。

③田んぼA湿地化作業完成セレモニー：11月23日（祝・水）
・（事務局）完成セレモニーのプログラム（案）

1)10時開式：関係者代表挨拶（ＮＴＴ・環境局）
2)完成に至るまでの経過のプレゼン（エコボラ：忍さん）
3)現地見学案内（エコボラ）
4)基調講演（環境科学研究センター 秋田 耕佑氏）
5)意見交流会（ファシリテーター：エコボラ桝元慶子さん）

・（エコボラ）現地案内時にエコボラの北川さんから、湿地植物について説明
してもらおうと思います。

２．報 告
①田んぼの湿地化作業

・配水用ホースを池面から見えないように自然石を使用して石組を行い、10月１日に追加作業を行い石組は完了
しました。

・配水用のノズルをＵ字管にする旨了解を得ました。
②米講座と田んぼの現状
・１０月１６日の米講座⑤では、稲の成長しらべ、稲刈り、稲束を稲架にかける、生き物の話しをしました。
・（エコボラ）稲架にブール―シートがかけられていて、せっかくの田んぼの景観が悪いように思う。
・（事務局）雨天予報もあり、先週末にブルーシートをかけました。加えて、朝晩の冷え込みによる「つゆ」が発生
しているので、シートは外さないようにとの造園業者の指示もあり、本日までブルーシートをそのままにしていまし
た。

③野草・実生プロジェクトの報告
・「シカクマメ」の花、実がついていました。栽培品種なので、持ち込まれた可能性が高いと思われます。
・毎木調査では、今回、初めて参加いただいた新人エコボラさんに、毎木調査の測定方法等を経験してもらいました。

④タデアイ作業及び今後の予定
・１０月１日、藍の成長度合いを畝ごとに測定しました。成長度に大きな差はありませんでした。
・ノブドウかツタか判断しにくいので調査中の札を付けて観察していましたが、ツタが自然に切れてしまっていました。

⑤伝統野菜の現状
・１０月２日の伝統野菜講座（秋編）の報告がありました。
・田辺大根と天王寺蕪の種まきをしました。

⑥蓮田の現状と今後の予定
・１１月１３日レンコン講座の準備として、前掘りを行います。
・１１月２７日に冬のレンコン講座（レンコン堀り）を行います。

３．その他
①畑への日当たりについて――エコボラ
・実生木や雑木林の木が茂って、畑が影になり植物の成長が悪く
なっている。

・クヌギ等の高木については、公園管理なので枝葉の剪定は、勝手にできない。
・今年は落葉が遅く、緑の葉が茂った状態でもあるので、そのことも日当たりに影響しているのでは
ないだろうか。

・畑の東側が日当たりが悪いので、植える作物の畝の場所を変更してはどうか。
②特定外来種等園内持込防止について――エコボラ
・自然体験観察園への外部からの持ち込みをどうのように伝え防ぐかを考えてみました。
・例えば、イエローカードやレットカードとして、メッセージを記載して、行為者を発見した場合、
そのカードを手渡し注意喚起する。

＜事務局＞①畑の作物を植える場所については、ご相談させていただきます。
②注意喚起のご提案については、今後、検討します。

４

エコボラ会議報告(1１月)

次回のエコボラ会議は、1 2 月 3 日 （ 土 ）
1 3 : 3 0 からです。
ぜひ、ご参加ください。（先着15名）

ボランティア活動への参加及び、エコボラ会議にご出
席される方は、
ecobora@naniwa-ecostyle.net まで。
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お問い合わせエコボラ通信 2022年11月号
大阪市環境局

環境事業協会・ネイチャーおおさか共同企業体

なにわECOスクエア（9時～17時半）

https://naniwa-ecostyle.net/

〒538-0036 大阪市鶴見区緑地公園2-135
06-6915-5820 06-6915-5824
ecobora@naniwa-ecostyle.net
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